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募
　
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
す
る
住
宅
／
所
窪
団
地
ほ
か

申
込
受
付
期
間
／
２
月
１
〜
15
日

抽
選
会
／
２
月
18
日
㈮

入
居
開
始
／
３
月
２
日
㈬

※
申
し
込
み
が
無
か
っ
た
住
宅
に
つ

い
て
は
２
月
21
日
㈪
に
発
表
。
３
月

１
日
㈫
か
ら
随
時
募
集
。

※
特
別
市
営
住
宅
（
中
堅
所
得
者
向

け
）
は
空
き
住
戸
の
み
随
時
募
集
中
。

問
住
宅
政
策
課
☎
525
︱
３
７
５
７

抽
選
の
上
格
安
で
提
供
し
ま
す

自
転
車
・
家
具
類
の
再
生
品

時
２
月
１
〜
28
日
（
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分　
内
展
示
期
間
中
に
申
し
込
み
を

受
け
付
け
（
１
人
自
転
車
１
品
、
家

具
１
品
）、
３
月
１
日
㈫
に
抽
選
、

当
選
者
へ
通
知
後
、
引
き
渡
し
。
小

型
家
具
な
ど
簡
易
品
の
即
売
も
展
示

期
間
中
に
行
い
ま
す
（
平
日
の
み
）。

定
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

料
各
展
示
再
生
品
に
掲
示　
申
来
館

で場
問
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
仁
井
田

字
北
原
３
︱
３
、あ
ら
か
わ
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
）☎
539
︱
９
２
５
３

　本市の家庭から出る可燃ごみのうち
一番多いごみは生ごみです。生ごみの
約80％が水分だと言われています。水
切りをして、ごみの減量化に取り組み
ましょう！！

水切りの方法

❶�水切りネットを使用する。
❷�ゴム手袋などを使用して
直接水切りする。

❸�すぐに捨てずに時間をお
いてから捨てる。

水切りの効果

①ごみの減量化
②悪臭やカビの発生抑制
③ごみ収集車の燃費の向上
④焼却工場の焼却効率の向上

問ごみ減量推進課　☎525−3744

福
島
市
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
委

員
募
集

内
犯
罪
お
よ
び
事
故
の
起
こ
り
に
く

い
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
施
策
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員
／
１
人
程
度

任
期
／
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
２

年
間

開
催
回
数
／
年
２
〜
３
回
程
度（
平
日
）

対
本
市
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上

の
方
で
、
本
市
の
附
属
機
関
な
ど
の

委
員
に
な
っ
て
い
な
い
方
（
以
前
本

協
議
会
委
員
と
し
て
経
験
の
あ
る
方

を
除
く
）　
申
２
月
17
日
㈭
ま
で（
必

着
）に
福
島
市
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
か
、

800
字
程
度
の
小
論
文　
テ
ー
マ
「
犯

罪
・
事
故
の
起
こ
り
に
く
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ
い

て
」
を
添
え
て
❶
住
所
❷
氏
名
❸
性

別
❹
生
年
月
日
❺
職
業
❻
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で

※
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

問
生
活
課

☎
525
︱
３
７
８
７　

533
︱
５
２
６
３

花
の
ま
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
ガ
ー

デ
ン
第
17
期
メ
ン
バ
ー
募
集

内
花
で
飾
ら
れ
て
い
る
お
庭
や
玄
関
、

庭
先
な
ど
を
一
般
公
開
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
め
る
方
を

募
集　
対
市
内
在
住
の
個
人
、
団
体
、

店
舗
、
企
業
な
ど　
申
９
月
30
日
㈮

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
公
園
緑

地
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
取
得
可
）
に
２

枚
以
上
の
写
真
を
添
え
て
、
公
園
緑

地
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
園
緑
地
課
☎
525
︱
３
７
３
７

消
費
生
活
学
習
会
参
加
団
体
募
集�

無
料

時
令
和
４
年
５
月
〜
令
和
５
年
２
月

実
施　
内
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
市
内
の

事
業
所
や
工
場
な
ど
を
半
日
の
日
程

で
見
学
し
、
消
費
生
活
や
悪
質
商
法

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。　
対
市
内

の
団
体　
定
年
間
10
組
ま
で
※
定
数

を
超
え
た
場
合
抽
選
（
新
規
団
体
優

先
）。　
申
２
月
28
日
㈪
ま
で（
必
着
）

に
福
島
市
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
か
、
❶

団
体
名
❷
代
表
者
氏
名
❸
担
当
者
の

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
❹
実
施
希

望
時
期
❺
希
望
す
る
見

学
先
を
明
記
の
上
、
は

が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
本
町
２
︱
６
）

☎
525
︱
３
７
７
４　

522
︱
１
５
２
８

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒

寄
付
募
集

内
広
告
を
掲
載
し
た
窓
口
用
封
筒
の

寄
付
を
、
企
業
な
ど
（
法
人
そ
の
他

団
体
）
か
ら
募
集
し
ま
す
。

数
量
／
23
万
枚（
調
整
の
場
合
あ
り
）

封
筒
配
付
場
所
／
市
民
課
、
国
保
年

金
課
、
市
民
税
課
、
各
支
所
な
ど
の

窓
口

申
２
月
15
日
㈫
ま
で（
必
着
）に
市
民

課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
市
民
課
ま
で
持
参
か
郵
送
で

問
市
民
課
☎
525
︱
３
７
３
２

女
性
活
躍
推
進
研
修
受
講
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

内
企
業
の
女
性
活
躍
推
進
を
目
的
と

す
る
研
修
受
講
に
か
か
る
対
象
経
費

の
１
／
２
を
助
成（
限
度
額
５
万
円
）

対
市
内
に
主
た
る
事
業
所
の
あ
る
中

小
企
業　
申
３
月
31
日
㈭
ま
で
に
、

研
修
受
講
前
に
必
要
書
類
と
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
産
業
雇
用

政
策
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
で

問
産
業
雇
用
政
策
課

☎
515
︱
７
７
４
６

暮
ら
し

祝
日
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

内
２
月
11
日
㈮
建
国
記
念
の
日
、
２

月
23
日
㈬
天
皇
誕
生
日
が
収
集
日
に

当
た
っ
て
い
る
地
区
の
可
燃
ご
み
、

資
源
物
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
は
収
集
し
ま
す
。
不
燃
ご
み
の
収

集
は
お
休
み
で
す
。

問
ご
み
減
量
推
進
課
☎
525
︱
３
７
４
４

地
震
に
よ
る
市
営
住
宅
の

仮
入
居
受
け
付
け
終
了

受
付
期
限
／
２
月
28
日
㈪

内
令
和
３
年
福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
、

住
宅
が
り
災
し
た
方
に
対
し
、
一
定

期
間
市
営
住
宅
を
提
供
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
２
月
28
日
㈪
を
も
っ
て
新

規
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
政
策
課
☎
525
︱
３
７
５
７

一
部
損
壊
住
宅
修
理
支
援
事

業
の
受
け
付
け
期
限
を
延
長

受
付
期
限
／
３
月
10
日
㈭

内
令
和
３
年
福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
、

住
宅
が
「
一
部
損
壊
」
の
被
害
を
受

け
た
世
帯
に
対
し
、
屋
根
や
外
壁
な

ど
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
部
分
を
応

急
的
に
修
理
し
た
場
合
の
費
用
の
一

部
を
定
額
で
補
助
し
て
い
ま
す
が
、

受
け
付
け
期
限
を
延
長
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
政
策
課
☎
525
︱
３
７
５
７

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
方
へ

内
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
方
で
次

の
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

❶
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

❷
使
用
状
況
に
変
更
（
使
用
開
始
・

休
止
・
廃
止
・
再
開
、
水
道
水
へ
の

切
り
替
え
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
総
務
課
☎
525
︱
３
７
８
９

ユ
ー
ス
プ
レ
イ
ス
in
ふ
く
し
ま�

無
料

内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
対
人
関

係
・
就
学
・
就
労
に
不
安
を
抱
え
て

い
る
若
者
を
対
象
に
ユ
ー
ス
プ
レ
イ

ス
を
開
設
し
、
若
者
同
士
の
交
流
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
行
事

へ
の
参
加
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
※
参
加
に
あ
た
り

面
談
・
登
録
が
必
要
で
す
。

対
お
お
む
ね
15
歳
〜
45
歳
の
方

申
電
話
で

※
詳
し
く
は
ビ
ー
ン
ズ
ふ

く
し
ま
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
登
録
に
つ
い
て
／
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く

し
ま
（
月
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
）
☎
563
︱
６
２
５
５

制
度
に
つ
い
て
／
こ
ど
も
政
策
課

☎
535
︱
１
１
３
７

食
中
毒
予
防
の
基
本
は
手
洗
い
で
す

内
正
し
い
手
洗
い
を
し
な
い
と
、
手

に
つ
い
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
食
べ

物
に
付
着
し
て
食
中
毒
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
は
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
よ
く
洗
い
、

ウ
イ
ル
ス
を
手
か
ら
落
と
す
こ
と
が

重
要
で
す
。
調
理
や
食
事
の
前
は
も

ち
ろ
ん
、
ト
イ
レ
の
後
、
生
肉
や
生

魚
を
触
っ
た
後
な
ど
に
は
せ
っ
け
ん

を
使
っ
て
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

衛
生
的
な
手
洗
い
方
法
に
つ
い
て
は

食
品
衛
生
協
会
が
作
成

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
健
所
衛
生
課
☎
597
︱
６
３
５
８

福島市役所 〒960−8601 福島市五老内町3−1　　☎535−1111㈹

　福島市民憲章推進協議会は、【中学生の部】では市内の
中学校一年生、【一般の部】では高校生以上の方を対象に、
令和３年度福島市民憲章作文コンクールを実施しました。
　入賞作品26点は、２月１〜14日まで福島市街なか交流
館で展示を行います。ぜひお越しください。
【中学生の部】
金賞　齋

さいとう
藤　優

ゆ い
衣さん　福島大学附属中学校

銀賞　矢
やぶき
吹　　蘭

らん
さん　市立北信中学校

　　　西
にしやま
山　実

み ほ
穂さん　市立西信中学校

銅賞　川
かわい
井　美

み き
希さん　市立岳陽中学校

　　　佐
さとう
藤　奏

かなみ
美さん　市立信夫中学校

　　　山
やまぎし
岸　心

こはる
春さん　市立野田中学校

佳作　菅
すがわら
原　悠

ゆうあ
愛さん　市立岳陽中学校

　　　柳
やなぎ
　　優

なごむ
人さん　市立蓬萊中学校

　　　佐
さ く ま
久間陽

はるな
菜さん　市立信陵中学校

　　　荒
あらい
井　柊

しゅうと
人さん　市立信陵中学校

　　　矢
やぶき
吹美

み お り
緒里さん　市立信陵中学校

　　　佐
さ さ き
々木　心

こころ
さん　市立北信中学校

　　　小
お だ ぎ り
田桐麻

ま ゆ
結さん　市立信夫中学校

　　　菅
かんの
野　翔

さねと
叶さん　市立信夫中学校

　　　石
いしばし
橋　心

み ゆ
優さん　市立野田中学校

　　　加
かのう
納　沙

さ ら
萊さん　市立野田中学校

　　　西
にしど
戸　光

ひかり
彩さん　市立野田中学校

　　　菅
かんの
野　結

ゆ あ
愛さん　市立飯野中学校

　　　荒
あらあけ
明　澄

すみれ
怜さん　福島成蹊中学校

　　　栗
くりき
木　花

か の
野さん　福島成蹊中学校

【一般の部】
金賞　ペンネーム　さとうさん
銀賞　ペンネーム　焼きサバ塩

しおていしょく
定食さん

　　　宍
ししど
戸　孔

こうや
哉さん

銅賞　菅
かんの
野　香

かすみ
澄さん

　　　ペンネーム　五
ごじゅうなか
十半ばのお父

とう
さんさん

　　　松
まつなが
永　　翠

みどり
さん

問市民憲章推進協議会事務局（地域共創課内）　☎525−3731

令和３年度福島市民憲章作文
コンクールの受賞者が決定しました

ふくしま 市政だより 令和４年２月号

生ごみの水切りに
ご協力ください

全応募作品は
市ホームページで
ご覧ください


